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越塚 登
気象ビジネス推進コンソーシアム会長
東京大学大学院情報学環・教授
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► 越塚登（東京大学教授）

n��

► 木本昌秀（東京大学教授）

n�����
► 座長： 田原春美（先端IT活用推進コン
ソーシアム副会長）

► 副座長：岩田 修（一般社団法人日本気
象予報士会）

n���������	��
► 座長： 村上文洋（三菱総合研究所）
► 副座長：菅波 潤（富士通株式会社）

n���
► 気象庁総務部企画課
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► 参加資格：WXBC会員、全3回に参加
可能な方

► 対象者：Excelの基本操作ができ、気象
情報を活用して企画、提案を行いたい
人

► ゴール：気象データに慣れ、他データ
を掛け合わせた分析を行い、可視化す
ること

► 進め方：座学＋演習（個人ワーク、グ
ループワーク）

n
��
► 第1回(10/20) データの取得～気象
データや掛け合わせる対象のデータに
触ってみよう！

► 第２回(11/07) 分析手法 ～対象データ
と気象の関係を考え，仮説を立ててみ
よう！

► 第３回(11/20) 自分で応用するには ～
気づきを共有しよう！～
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► 10:00-10:15 オリエンテーション＆
アイスブレイク

► 10:15-10:30 アイデア出し（3分×4
回）

► 10:30-10:45 アイデアシート作成
► 10:45-11:00 投票
► 11:00-11:20 プレゼンテーション
（6件）
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► 降っても晴れてもHAPPY♪「お天気データで未来を描くア
イデアコンテスト
～お天気データで私たちの暮らしをさらに便利で豊かに～」

n	�
► 学生、気象ビジネス推進コンソーシアムの会員企業、気象予
報士で編成されるチームが、気象・お天気をテーマに人々の
暮らし・生活を豊かにする未来のサービスやビジネスソ
リューションをその場で考え、発表

► ５名の審査員が、来場した見学者（オブザーバー）による投
票結果とあわせてアイデアの審査を行い、結果発表、表彰を
実施。
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► ����年�月�	日�金� ��
��～��
��
（交流会 ��：��～��：��）
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► 全国清涼飲料連合会と気象庁が共同して自動販売機における飲料販売量と気温の関係性を昨年度に調査。
► 今年度は共同調査結果を踏まえ、その先の実践的な取組として、気象データを用いた自動販売機の商品投入計画
の作成と、それに基づく自動販売機の商品投入を試行的に実施し、効果の検証を実施。

n 8NE9NG�k���GH/J7��!I)hu�@�<"{J�#�l7 8.�( 	 ��9
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► 東京電力から提供される全国3カ所の太陽光発電所の発電量の予測と可視化。
► WXBCは後援し、越塚会長が審査員として参加。気象庁も後援し、気象データを提供。

n ���4���0�2�1���	�P�CN@�<TF>A8.�( �� �9
► 東京大学越塚教授（WXBC会長）がホストを務め、講演＆パネルディスカッション。気象庁長官、総務省審議官、
国土地理院長がパネリストとして参加。WXBCについて周知。
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► 海外及び日本の先進的な気象衛星画像の利用技術を紹介。気象庁とWXBCの共催。
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► 公共交通オープンデータを活用した新しいサービス、ビジネス等のアイデア、アプリケーションを募集。

n ��g� n��[�Tk���o�k�wp0obACxv)Z�t��8.�( �� �
9
► 気象情報に基づく作物の発育ステージ予測技術の理論、利用、実装に関する研究発表と議論
► WXBCは後援。気象庁は共催。

n ��Oe �bk�8NE9NG���	8.�( �� �9
► 気象情報を工学的に活用するビジネス事例や研究事例に関する講演、これからの気象情報ビジネスの方向性につ
いて議論

► WXBCは後援

2018/2/11(C) 2017 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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大学の出番！
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ご自身にとっての病気は未知の現象だった...
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そのために科学者は、実験記録や計算記録を、
年月日をつけて必ずノートする
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現象の背後にある本質を抽出していく
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解明できていない問題にいかに取組むのか？
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つまり、解明できていない問題に、いかに取組むのか？
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誰もが、何にでも科学的手法を適用できる手段を提供
昔は膨大なお金を投じて、科学者しかできなかったが

IoTによってそのハードルが下がった
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AI, IoTで高度なことを目指すものの、
それ以前の「あたりまえ」ができていない
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IoTデータのビジネス利活用の王道
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サプライヤー側の損益分界点の下限
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サプライヤー側が本当に欲しいビジネス

38



�"���� !���
#�
�����	��

��������������
�

ユーザ側の損益分界点はもっと低い
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B2B2Xビジネスモデル
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data intelligence
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IoT
Internet of Things
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個人、チーム、組織、社会を
現在の状態から望ましい将来の状態へと

変換させる体系的な手法
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"Formula of Systematic Change Equation"
by R. Beckhard and D. Gleicher
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気象庁が取組むべきことばかり主張するだけでなく
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